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ゆ
この小論 は,エ ミリ ・デ ィキ ンス ンのNo.70の 詩 一"`Arcturus'ishisothername-"
を,人 間 の内面の成長の一つの過程 ・精神的成熟 の一断面を描いた詩 であ ることを論証 しよう
とす るものであ る。 またその前提 の もとに,論 証 にあた り,分 析心理学 ・文化人類学 ・神話研
究等 の成果を幾分か利用す るものである。
この詩 の中では,前 半の1～4節 の中で,少 女 である 「私」("1")は,「科学」("science")
に対 して,強 い嫌悪感を示 している。 また最後の7・8節 では,「 私」が 「天のみ国」("the
KingdomofHeaven")に入 ることが述べ られ てい る。一見す るところでは,最 初の4節 と最
後の2節 の間には一貫 した論理 の展開が見つか らない。 「科学」 の 口出 しを嫌 った少女が,何
故天 国に入 ることが出来たのか。 この詩には物語性があ るが,そ のス トー リーの展開 に合理的
な説 明がつかないのであ る。つ ま り前半 と結末がバ ラバ ラであ るとの印象を与}xる。従来の研
究書 では前半の16行に触れ るか,最 後 の8行 に触れ るかであ る。例 えば,AdalaideMorrisは
「一息で雄…蘂の数を数え上 げる」("Computesthestamansinabreath-")科学者の姿に
くか
家父長的な父親 像を見 る。逆 にKarlKellerは詩人 は,「 いたず ら好 き」("naughty")な少
女の役を演 じて,神 か らの憐れみ と同情を求め る女 性の役割 を演 じ,「 流行遅れの服を着て」
("oldfashioned")と「いたず ら好 き」("naughty")の語 を並置す ることで,自 らを道化 と
くの
してい ると見 る。JaneDonahueEberweinは,この詩の中では,一天国が奇妙 に も地 上を追わ
くの
れた淋しい子供の避難所でね り,詩人は天国の無邪気な幻に,し がみ つい ていると考える。
くあ
AnandRaoThotaは,詩人の心 の中の宗教 と科学 の葛藤 と見 る。前半 の16行では 「私」 は,
「科学」 に対 して,嫌 悪を示す。 しか しそれ は必ず しも,宗 教 との対立 とは言 えない。 仮に前
半が そ うである と認めて も,最 後 の8行 で科学 と宗教 の葛藤が どの よ うに止揚 された のか,説
明がつ かない。 これ らの研究家 はいずれ も断片的 にNo.70に触れ るだけで,No.70の詩 の全
体を眺 め,そ の流れを見通 して,論 じた ものが少 ない。E.MillerBudickは,珍し くこの詩
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全体を見渡して論 じている。彼は 「私」(詩 人)も,科 学者も共に自然を個別化 し,引下げ,
断片化し,損なっていることで,同 罪であ り,そこで 厂私」は,父なる神に許 しを乞い,天 国
ゆ
に入れて貰 えるよ う祈 ってい ると考 える。 問題 は詩人 は,自 らをrい たず ら好 き」 とは考えて
い る が,果 た してそのこ とに罪 を感 じてい るのかで ある。 「私」が 厂虫」("aworm")を
殺 し,「 花」("aflower")を摘 んだ として も,無 垢 な 「私」がそれに罪を感 じてい る とは見
えない。奇妙な ことに前半 の4節 と,最 後 の2節 をつ な ぐ第5・6節 に,今 まで触れた研 究者
が ない ことであ る。 この第5・6節 は,前 半か ら結論 へ と話をつ な ぐのに重要な個所 であるの
で,こ の小論では,こ の箇所 にも触れ るこ とで,No.70の詩全体が どの よ うに展開 した のか,
その解 明を試み るものである。
2
最初 にこのNo.70の 詩 の前文を掲げ る。
「北斗星」が彼の別名です。
私はむ しろ彼を"お星様"と お呼びしたい。
わざわざ余計な口出しをするのが
科学のや り方です!
私 は先 日虫 さんを殺 しました。
そぼを通 りかか った"学 者先生"が,
呟 きま した。 「われ甦 らん」,「百足 」!
「主 よ,我kは 何 と脆 いので しょう」!
私がお花をひ とつ引きちぎってきます。
すると虫眼鏡を持った怪物が,
一息で雄蘂の数を数え上げ,
彼女を"綱"(ク ラス)に分類 します。
私は,以 前 は,お 帽子で,
蝶kさ んを捕 まえま した。
彼 は,今 では"標 本箱"の 中で,ま っす ぐ
座 り,ク ローバ ーのお花を忘れま した。
か っては"天 国"で あった ものが,
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今は"天 頂"と なってい ます。
時間の短 い仮面舞踏会が終わ った とき,
私 が行 こ うと心持 ちに していた所 もまた
地 図に載せ られ,海 図に示 されています。
もしも万が一にも南北両極が飛び跳ねて,
逆立ちしたとして,それが何でしょう!
どんな悪ふざけが起 きたとしても,
私は"最悪"へ 備x.ていると思います!
多分"天 の御 国"は 変わ ったので し ょう。
私がそ こに行 った時,そ この"子 供達"が
"新しい流行 の服を着て"
,
私を嘲笑 し,見 つめない よ うに と願 います。
私はお空のお父様が,ご 自分のかわいい
少女 流行遅れの服を着て,いたず ら好き
そのすべてを持ち上げて,"真 珠"の
踏み越 し段を越えさせて下さると思います。
"Arcturus"ishisothernam
e‐
1'drathercallhim"Star."
It'sverymeanofScience
Togoandinterfere!
Islewawormtheotherday‐
A"Sayan"passingby
Murmured"Resurgam"‐"Centipede"!
"OhLord‐howfrailarewe"!
Ipullaflowerfromthewoods‐
Amonsterwithaglass
Computesthestamensinabreath‐
Andhasherina"class"!
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Aforetimeinmyhat--
Hesitserectin"Cabinets"‐
TheCloverbellsforgot.
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Whatoncewas"Heaven"
Is"Zenith"now‐
WhereIproposedtogo
WhenTime'sbriefmasqueradewasdone
Ismappedandchartedtoo.
Whatifthepolessh'dfriskabout
Andstandupontheirheads!
IhopeI'mreadyfor"theworst"‐
Whateverprankbetides!
Perhapsthe"KingdomofHeaven's"changed‐
Ihopethe"Children"there
Wontbe"newfashioned"whenIcome‐
Andlaughatme‐andstare‐
IhopetheFatherintheskies
Willlifthislittlegirl‐
Oldfashioned‐naughty‐everything‐
Overthestileof"Pearl".
この詩 を解 く鍵は,最 後の一行 「真珠 の踏み越 し段を越 える」("Overthestileof`Pearl'・")
であろ う。 この行 はCappsが指摘 している ように,新 約聖書 『ヨ・・ネの黙示録』第21章21節
くの
の引喩である。そ うであれば,こ こは楽園回復を述べた ものであ る。 この よ うに考 えた とき,
この詩 は第1～5節 ・ユ～21行は,楽 園喪 失,第6節 ・22～25行は終末 と最後 の審判,第7・
8節 ・26～33行は,楽 園回復を歌 った もの と考 えるこ とが可能であろ う。 そ う考 えた時 に,こ
の詩 の中に一貫 した一つの物語の展開を見て取 るこ とが出来 るであろ う。それは更 に 厂楽 園喪
失 と回復」 に託 して,人 の精神の成長 ・成熟す る過程 を歌 った もの と見 ることがで きる。
ここで先ず 「楽園」 とは何かについて考 えて見たい。 「楽園」 は旧約聖書では 『創世記』第
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2・3章 に 出 て く る 。 「主 な る 神 は 束 の か た,エ デ ン に 一 つ の 園 を 設 け て,そ の 造 っ た 人 を そ
こ に 置 か れ た 。」("AndtheLordplantedagardeninEden;andthereheputtheman
(8)
whomhehadformed.")「エデン」("Eden")原意 は 「喜 び」("delight;Pleasure")であ
り,「園」("garden")の原意 はr花 ・果樹 ・野菜の栽培のために垣根 で囲われた土地 」であ る。
また 「パ ラダイス」("paradise")は,新約聖書 で三回用 い られ てい る言葉であるがその原意
は囲いを作 る,も しくは垣根で囲 うことを意味 し,転 じてペル シャ王や貴族の庭 園 ・果樹 園を
意味す る よ うになった。更 に 『創世記』の2章 の記事は,人 が 「エ デ ソの園」で,動 物 に名 を付
けた ことで,動 物 を支配 し,同 時に,動 物 と共存 していた こ とを示す。旧約聖書 の 「楽園」 の
イメージはこの ように垣根で囲 まれた庭 園で,そ こには花や果樹や野菜が繁 り,動 物 もいて,
しか も人 間 と親和 し,神 は愛を以 って人間を保護 し,神 と人,人 と人,人 と自然 が調 和 し,共
存 した,柵 に よって囲われた世界であ る。分 析心理学 で 言 え ば それは 一つ の 原型的 イ メージ
(9)
である。 『創世記』の 「楽園」の物語は,人 類の始祖が禁 じられた善悪を知る木の実を,蛇 に
唆されて食べることで,「楽園」を追放されることで終わる。聖書は,人 の死後及び時間の終
わ りに義人が天国に入ると言 う。しかも新約聖書の最後のrヨハネの黙示録』はこの世の終末
と最後の審判 ・新天新地の到来 ・楽園の回復をもって終わる。天国のイメージは回復 された楽
pq魵
園のイメージ と新 しい エルサ レムとい う都市 のイメージの二つに分かれ る。 しか しそのいずれ
に して も,そ こは神 と人,人 と人,人 と自然 の調和 が回復 された世界であ る。
3
最 初に先ず前半 の4節 を 「楽園喪失」 として検討 してみたい。「"北斗星"が 彼 の別名です。
私はむ しろ"お 星様"と お呼び したい」("`Arcturus'ishisothername-/1'drathercallhim
`Star."')。詩 の中の 「私」 はここで,星 を北斗星 とか,大 熊座 とか に分け ることに強 い嫌悪感
を表 現 している。 かつ てR.W.エ マス ソ(R,W.Emerson)は,そのr自 然論』(Naturのの
中で次の よ うに述べている。
……大気が透明に造 られたのは,人間に天体のうちには,崇 高なものが絶えず存在するこ
とを教えるためである,と考えてよい。都会の街上か ら見る星は,な んと偉大であろ う。
ゆ
……星は見る者に畏敬の念を呼び起こす。
ロマ ソ主義者 としてのエ マス ンが,星 を見 ることに求めたのは,星 を牡牛座 とか,白 羊座 と
か,金 星 とが火星 とか一つ一つ の星を弁別 し,区 別す るこ とでは な くて,子 供の よ うな無垢 の
心を もって素直 に星 の崇高 さに,畏 敬の念が呼び覚 まされ るこ とであ る。No.70の詩 の 厂私」
は 「お星様」("Star")と呼んでいた。 それ は大文字で書 き出す ことで,星 は何k星 と区別さ
れた星ではな くて,星O`で あることを示す。更 に 「私」 は星を 厂彼」("he","him")と人
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称代名詞で指示す る。星は死んだ物質ではな く,厂 私」 の心に働 き掛けて来 る生 きた ものであ
った。以下,こ の詩 では,花 も蝶 も人称代名詞 で指示 され てい る。 この擬人化 され るこ とで,
子供 「私」に とって,厂 私」に語 りかけ 「私」 と心を通わせ る,「 私」 と共 に生 きる生命 ある
もので あ った ことを表現 してい る。 「私」 は幻想 の ・メルヘ ンの ・無垢 な子供 の世界 にいたの
である。 「わ ざわ ざ余計な 口出 しをす るのが,/科 学のや り方 です!」("It'sverymeanof
Science/Togoandinterfere!")と「私」 が叫ぶ とき,「 お星様」 と 「私」 との調和 の世界
を破 る科学に対す る苦kし い気持 ちが表明 され る。 「楽園」 の人類の始祖は,善 悪を識 別す る
木の実 を食べ ることで,自 然 と調和 ・共存 した世界か ら追放され る。つ ま り善悪を識別す る理
性的能力の発達が,自 然 との調和を壊 し,「 楽 園」 か らの 追放を招 いたのであ る。 この詩で
は,「 科学」("Science")で代表 され る,「 北斗星」 と他 の星を識別す る ような識別す る理性
的能力の発達が 子供 の幻想 と夢の世界 を破壊す る。 この ような主観 と客観 理性 と感性,意 識
ロ　
と無意識の分離 厂一体的現実」が破れ る ことが,子 供 の心に不 安,動 揺 を引き起 こし,そ の
引 き起 こす原因 となる ものに反発 と嫌悪 を生 じさせ る。
第2節 で 「私は先 日虫さんを殺 しました」("Islewawormtheotherday-")。そ の時,
「そぼを通 りかか った"学 者先生"」("A`Savan'passingby")の口に した言葉 は真 に奇妙 で
あ る。第一が 「我甦 らん」("Resurgam")である。 この 厂学者先 生」 は"Ishallriseagain"
と英語 で言わず,厭 味に も子供 に向って ラテン語 で"Resurgam"と学を衒 う。 これは ラテ ン
語新約聖書 の 『マ タイに よる福音書』27章63節のキ リス トの言葉であ る。従 って この 「学者先
生」 は聖職者であろ う。 しか し聖職者が何故殺 された虫を見て こう言 ったのであろ うか。キ リ
ス ト教 の象徴体系 の中で,虫 の意味す る ものは大変複雑 であるが13行目の 「蝶」("Butterfly")
が人の霊 を表すのに対 して,「 虫」 は人 の 体を表す。 第1節 の 「星」 が キ リス トの誕生の時
なの
に,東 方 の博士達を導いたのに対 して,虫 は人 とな った神の子イエス ・キ リス トの体を表 し,
その死 と復活を表す。 この 厂学者先生」 は,理 由もな く虫を 殺 して い る,無 邪気だが残酷な
「私」 を見て,キ リス トの死 と復活を思 い起こ している。 次 にこの 厂学者先生」 は 「百足 」
("Centipede")と言 う。 ここでは再び 「科学 の余計な 口出し」がある。 「虫」は一匹一匹正確i
に識 別され,分 類 されなければな らない。子供 は成長 し,識 別す る理性 を身 につけねば な らな
い。第3に この 厂学者先生。は,「主 よ,我kは 何 と脆 いので し ょう」!("OhLord-howfrail
arewe"!)と言 う。 ここで言 う 「脆い」("frai1")は身体的脆 さと共 に,道 徳的弱 さを も表す
言葉 である。 ここで連想 され るのは,ニ ュー ・イソグラ ン ド最大の神学者 ・伝道者であ るジ ョ
ナサ ン ・エ ドワーズ(JonathanEdwards)(1703-58)であ る。彼 の最 も有名 な説教は 「怒
れ る神 の御手の中の罪人」("SinnersintheHandsofanAngryGod")(1741)であ る。その
中でエ ドワーズは,怒 った神の審判を受け る罪あ る人kを,手 の中で将 に殺 され ようとしてい
る虫 に譬 えて,地 獄の恐怖を生 々 しく描写 した。3番 目の発言は,エ ドワーズの亜流 の聖職者
先生が,人 間の身体的 ・道徳 的弱 さと神 の審判 とを,子 供の心 に思 い起 こさせ ようとした もの
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で ある。 エ ドワーズに代表 され るニューイ ソグラソ ドの ピュー リタソは カル ヴィン主義を奉 じ
ていた が,彼 らは その信 仰の基本 を 聖書の知的理解 に 置いた。 エ ドワーズ 自身 が 「蜘 蛛」 や
「虹」等 の科学的観察記録を残す科学者的 資質 の豊か な人物であ ると共に,神 の絶対 的主権 を
説 いて人間 の意志の 自由を論 ずる大著 を残 した神学者で もあ った。 ピュー リタ ンの宗教教育 は
科学 と並 んで,ま たはそれ以上 に人を知的 に訓練す るもので もあ った。 そ してその既成 の ピz
一 リタ ン教会 に対 して 「私」 は激 しく嫌悪 の念を表す。第2節 では単に科学的な虫 の分 類だけ
でな く,無 邪気 な,し か し残酷な子供 の虫 を殺す行為 に対 して,宗 教的 ・倫 理的な教 訓が加 え
られ る。
第3節 で も子供 の残酷 さは続 く。r私 が森 でお花 を引 きちぎって きます」("Ipulla且ower
thewoods-")。しか しそれ は無垢 な子供 の戯 れ で も あ る。 「虫眼鏡を持 った怪物が,一 息
で雄蘂 の数 を数 え上げて,彼 女 を 綱(ク ラス)に 分 類 す る」("Amonsterwithaglass/
Computesthestamensinabreath-/Andhasina`class'!")。「径物」("amonster")の
「学者先生」 に とって,「 花」 は美 しさで感動す るもので もなければ,生 命 あるもの として,
愛 しく思 うものでもない。それは拡大鏡 で もって,ど の綱(ク ラス)に 分類す るかだ けが問題
である。 「虫 眼鏡」("aglass")の冷たい ガラスは,そ のまま 「怪 物」 の拡大 された冷たい理
性 を表す。拡大 された意識 を表す。 「私」 に とって 「お花」は 「彼女」 と女 性 代 名 詞 で呼べ
る,生 きた親 しい友人であ った。 しか し拡大 した理性を持 ったF径 物」 に とって,そ れ は 「雄
蘂」 の数 を数 え,「 綱(ク ラス)」に 分類す る,知 的な 識別力の対 象である。 「一息 で数 え上
げ る」("Computes..,inabreath‐")とその数 え方が速 くて,数 えることに馴れ ているこ と
は,こ のF径 物」の理性が拡大 しているこ との今一つの証拠であ る。そ してそれだけ,「 私」
を不安 に し,嫌 悪 の念を起 こさせてい る。
第4節 で,「私は,以 前は,お 帽子で,蝶 々さんを捕 まえま した」("...ItooktheButterfly
/Aforetimeinmyhat-")。子供が戯れ に蝶kを 追 って帽子で捕 え る姿 は,「 楽園」 の無垢
な姿 を連 想させ る。 「虫」が人の体 を表す な ら,「 蝶」("Butterfly")は厂霊」を表す。人 の
知 性を換喩的 に頭で表す とすれ ぽ,帽 子 は更 に換喩的に頭を表 す。 「蝶」 を 「帽子」で捕 える
こ とは,生 きて自由に空に舞 う,天 上 の霊 の働 きを,子 供が直観的に理解す ることを表 してい
る。かつて,「楽園」ではそ うであ った。 今 「学者先生」であ る 「怪物」の,そ の死んだ知的活動
の結果,生きた霊は 自由に飛翔す ることを禁 じられ,暗い無意識 を表す 「標本箱」("Cabinets")
の中に閉 じ込 め られてい る。 それ は死 んでまっす ぐ座 ってお り,冷 たい理性を表す ガラスを通
して見るこ とが許 され るだけである。 「蝶」 は春を表 し,新 しく再 生 した生命 を表す 厂クロー
バ ー」("TheClover")から,生 命 力を得 ていた。今はそれ もす っか り忘れ てい る。生 きた霊
がその生命 を失 っている。
作者 は,厂 星」 「虫」 厂花」 「蝶」 と子供 の世界で親 しい ものを無 造作 に選 んで並べた よう
に見える。 しか し,天 上の霊 的な ものを表す 「星」 と 厂蝶」 に対 し,地 上 の具象的 なものを表
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す 「虫」と 厂花」,女性を表す 「花」に男性を表す 「蝶」,天上の美を表す 「星」に地上の美を
表す 「花」,霊の世界の自由な活動を表す 「蝶」に霊の世界の道しるべの 「星」など,作 者は
入念に選んだ4つ の具体的な代表例を布置することで,至 福な 「楽園」で遊ぶ無心な子供の心
の世界を表現すると共に,意識が拡大し,知性が発達するにつれて,「楽園」の調和が どのよ
うに破壊されるかを科学と科学者 ・聖職者の姿を借 りて描いている。それは子供の心の中に強
い動揺 ・不安 ・嫌悪 ・反発 ・苛立ちを引き起こすものであることを描 き出す。
1～16行を幼児の心の一体的現実の崩壊 と見ることは上述のように可能である。しか しこの
詩は更に別の意味を重ねて持っていると読むことは可能である。この詩の作者が女性であ り,
「私」 が少女の形を取っていることか ら,C .G.ユ ングの夫 人,エ マ ・ユング(Emma
Jung)の次の言葉が思い出される。「今 日の女性の問題は……意識の拡大,あ らゆる領域での
ロう ロゆ一層の意識性」である。女性は 「意識的になることに対 し,しばしぼ非常に抵抗する」。E.
ユングが 「今 日の女性の問題」 と言ったのは勿論20世紀の女性の問題である。20世紀の女性に
対する教育の普及と女性の社会における役割の変化が,女 性の精神と人格形成に及ぼす影響に
ついての問題である。しかしディキンンスンが,こ の問題を19世紀に,詩人 として,時代に先
取 りして感 じていたと考えられるのである。 またE.ユ ングは,こ の意識化が 「外から」 現
れてくる,「父や,父 の立場に立つ男性」,「教師,兄,夫,男 友達」,「精神的なものについ
ての客観的な記録,教 会や国家,社 会とその制度,科 学 と芸術の創造」 といったものの姿を取
ロの
って現れると述べている。そしてこのことが1～16行で科学及び科学者,聖 職者 と言った姿で
典型的に現れていると考えることが許されるであろう。
4
第5節 において,厂 私」 の心 は過去か ら現在 と未来へ と方 向が変更 され る。 「かつて は天国
であ った ものが,今 は``天頂"で す」("Whatoncewas`Heaven'/Is`Zenith'now‐")
「楽園」が過去において,地 上 に存在 していた のに対 して,厂 天国」("Heaven")は未来で
天上に関わ ってい る。"Heaven"は原義で空を意味 し,同 時に神の在 した もう場所で あるこ
とか ら,換 喩 として神を表 し,死 後に義人が行 くことを許 され る至高 ・至福 の未来 の楽 園を も
意味す る。それは アングロサ クソン系の言葉で,語 る者 の感情を表現す るのに適 してい る。子
供 である 「私」に親 しい,違 和感 のない言葉であ る。 厂時間の短い仮面舞踏会が終わ った時」
("WhenTime'sbriefmasqueradewasdone")に「私が行 こ うと心持 ちしていた所」
("whereIproposedtogo")であ る。堕落 以前の 「楽園」では,神 と人 との間 の分離は ない。
従 って 「楽園」か ら神の在す天国への隔た りはない。人は地上の楽園か ら天上 の神の国へ直結
していた,否,神 と人 とは共存 していたのであ る。"Zenith"は,空の頂上 の一点を指す言葉
であるが,転 じて天頂 に至 る道筋の意味 もあ る。 「楽 園」 と 「天国」 の間には,道 が介在す る
こ とになったのであ り,隔 た りが生 じたのであ る。"Zenith"はアラ ビヤ起源 のラテ ン系の言
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葉であ り,知 的 な 学問語 ではあるが,子 供 の感情 には違和感 のあ る,よ そ よそ しい 響 きがあ
る,心 理的 な隔た りを表す言葉であ る。"Zenith"には神 または神の在 した も う場所 とい う意
味は ない。堕落以後の人には,神 と神の在 した も う所 は直接的には知 ることので きない,見 失
われた ものであ る。 厂時間の短い仮面舞踏会」 は人 の一生 と同時に人類の歴史を も示 す。 それ
は飲み食 い,舞 い踊 る歓喜 の時であ るが,仮 面を被 った偽 りの時で もあ る。短い一時的な もの
であって,天 国の永遠 とは比較にな らない短い時である。 「私」は,死 後であれ,歴 史の終末
であれ,直 ちに 「天国」に行 くことが 出来 ると心待 ちにしていたのが,今 は天国に至 る道 が
「地 図に載 せ られ,海 図に示 されてい る」("IsmapPedandchartedtoo°")ほどに遠 くな っ
てい る。 「私」 に とって,「 楽園」か ら 「天国」への距離 は,「 地図」や 「海図」に示 され る
ほ どに客 観化 し,隔 て られ て,距 離が出来て しまっているのである。 「地図」 と 「海図」 は地
形 を識 別す るための ものである。 「天頂」,「地 図」,「海 図」 で示 された科学的 な物を識 別す
る知的な能力の拡大,そ れ は 「星」,厂虫」,「花」,「蝶」 を識別す る能 力の拡大 と共に,地 上
の 「楽園」か ら,「 私」 を追 っただけでな く,未 来の 「天国」か らも 「私」を追放 したのであ
る。 人類の始祖 が善悪 を識 別す る力を得 ることで,「 楽園」 か ら追われ,永 遠 の生命を得 られ
ロの
る生命の木に至る道を閉ざされた ように,「 私」は知的な識別する力を拡大することで,即 ち
意識の拡大によって 「楽園」を喪失すると共に,永 遠の生命が与えられる 「天国」か らも隔て
られてしまったのである。それは幼児の精神の成長過程であると共に,前述のE.ユ ソグの述
べた今 日の女性の直面している不安の問題でもある。
第5節 が,「 楽園」の喪失と 「天国」への道が閉ざされたことを歌った ものであるとするな
らば,第6節 は終末と最後の審判 となる。聖書の終末と最後の審判のイメージは予型 としては
ロロ
ノアの箱船であ り,未 来の出来事 としては天か ら火が降 って くる ことである。 いずれ にして も
共通 しているのは,世界全体 の破滅 と,個人 ・人類 の死 と義人 の再生 ・「楽 園の回復」 である。
第5節 にはこの二つの事が明示 され ていないが,22・23行の 「もしも万 が一 にも,南 北両極が
飛 び跳ね て,逆 立 ちした として も,そ れが何 で しょう」("Whatifthepolessh`dfriskabout/
Andstandupontheirheads!)は,世界 の破滅 と宇宙的な変動 を暗示す る。それ と共に,そ
の災難 の時 にも,「 私」には 「それが何 で しょう」 と言い切 る心 の備 えが出来た こ とを暗示す
る。 また 「私は"最 悪"へ 備 えてい ると思い ます」("IhopeI'mreadyfor`theworst'一")
と言 うとき,世 界 の破滅に伴 う 「最悪」 の事態 である 「私」個 人の審 判 と死 を暗示 している。
「南北両極 が飛 び跳ね て,逆 立 ちし」,「悪ふ ざけが起 こる」("prankbetides!")と言 う,い
ささか戯れた言 い方 に,そ れ とは裏腹 な 厂私」 の不安を覗かせてい る。 しか しそれ に もかかわ
らず,「 私」 には死 と最後 の審判への備 えが出来た こ とを示す。それが どの よ うに して,そ の
備えが出来たかは 「私」は 明示 しない。 しか し最後 の2節 に見 られ る 「お空のお父様」 との信
頼関係の回復が幾分 かそれ を暗示す る。
第7・8節 は 「私」 が再 生 して,「 天の御国」("theKingdomofHeaven")へ入 ること,
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即 ち 「楽 園の回復」を歌 った ものであ る。 「天国」の ことを"theKingdomofHeaven"と
ゆ
い うのは 『マタイに よる福音書』特有の言い方 であるが26行で 厂多分"天 の御 国"は 変 わ った
ので しょ う」("Perhapsthe`KingdomofHeaven's'changed-")と言 うときに,そ の変化
は 厂私」 の心 の中で,漠 然 とした 「神のい る国」 とか 「至福」 の世界 と言 ったい メージか ら,
キ リス ト教 の聖書に言及 された,特 定の,そ して よ り具体 的な 「天 の御国」への変化を指す も
のであろ う。 「そ この"子 供達"が"新 しい流行 の服を着で'」いるとは,何 を指すのであろ
ゆカ
うか。 『ヨハネの黙示録』 に よる と天の国に入れ る者は,全 て 「白い衣」を着てい る。 そ して
その白い衣 はキ リス トの贖罪死を信 じる信仰を表す。即 ちキ リス トの贖罪死を信 じた者だけが
天の御 国に入 る事 を許 され る。rマ タイに よる福音書』22章1～14節の中で,キ リス トの天国
の例話が語 られ ているが,そ の中で天 国は王 の催す結婚式で,そ こに 「礼服」("awedding
garment")を着ていない客 は,婚 礼の式か ら締め出 された と記 され てい る。 当時の中近東の習
慣では,王 に会 う時 は,王 か ら貸与 された礼服を着 る慣例があ り,そ の客 は王 の貸与 され る礼
服を着 用す るこ とを拒否 したため,式 場か ら追 い出されたのであ る。 このこ とは,神 の定め な
い方法で,即 ちキ リス トの贖罪 死を信 じる信仰 に よらないでは,天 国に入 るこ とは 許 さ れ な
い とされてきた。 厂私」が 「天 の御 国」 にいる 「子供達」は,「 新 しい流行 の服 を着て」い る
と言 うとき,「 私」が伝統的な ピュー リタ ン ・カル ヴ ィニズ ムの教会に対 して,ア イロニーを
浴びせかけているこ とは明 白である。天 国で着 てい る服は一様で,新 しい服である 実は古
い教えである と。"Children"と引用符付 で言 うとき,そ れは信 者を神 の子供 とされた者た ち
とい う,伝 統的 な意味を含 ませ ているのであろ うが,こ こでは子供である 「私」 の純真 さ,無
垢に対 比 して,子 供 の持つ付和雷 同性,浅 薄 さ,未 熟 さ,異 質な ものに対す る残酷 さを風刺 し
た もので もあろ う。そ して 「私を嘲 笑 し,見 つ めない よう願い ます」("Andlaughatme-
andstare-")は既成教会員の伝統的 な教義 を画一的に遵 守 し,そ れに加 わ らぬ者に対す る残
酷 さを暗示 している。 しか しそれ に対 して批判 ではな くて,穏 やかな皮 肉や風刺 に止めてい る
ところに,そ の ような既成教会 を も許容す る 「私」の精神の成熟 と寛容さを示 してい る。
最後 の節 で,「私」の精神が変化 し,成 熟 した ことが再 び示 され る。「私はお空 のお星様が ご
自分のかわ いい/少 女 流行遅れの服 を着 て,い たず ら好 きで/そ のすべ てを,持 ち上
げて… くださるもの と思い ます。」("IhopetheFatherintheskies/Willliftgirl/Oldfash・
Toned‐naughty‐everything-/")と言 うとき,前 半で細かい ことにまで余計 な 口出しをす
る,怪 物の科学 ・科学者 ・聖職 者で表現 され た心 の中の権威的で冷たい父親像 が,宇 宙 の変動
と歴 史の終末 ・審判 を経た後に,厂 私」 には 「私」 の全 てを受け入れて くれ る寛大 で優 しい,
助力を喜んで与 えて くれ る父親像 に変化 してい る。 この父親に対 して,「 私」 が 厂かわ いい少
女」であるこ とは,「 科学」 「意識 の拡大」 に伴 った不安 ・苛 立ちが消失 し,心 の調和が
回復 したこ とを示 してい る。 「天国」 との間に隔た りを置 いた悪 しき父親 像であるF径 物」 と
異な り,「 お空 のお父様」は,「 私」 を持 ち上 げ,「 私」をr天 の御国」に入れて くれ る。 そ
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れは父親 との完全な信頼関係の回復を示 している。「私」は 「いたず ら好き」で,「流行遅れの
服を着」たそのままで天国に入ることが許 され る。 作者は,前 の時代の,N.ホ ーソン(N.
Hawthorn)やH.メルヴィル(H.Melville)の持つ,そして伝統的なピZ一 リタニズムの持つ,
人間の本性に潜む罪深さに対する理解を欠いていたため,そ の作品に何か深刻なものが欠いて
いることは否めない。しかしそれは別として,「私」は自らの欠点 ・不足 した ものが,そ れは
そのままで,自 らに受け入れ,自 らの人格の中に統合することに成功した。また 「流行遅れの
服を着」たままであるか ら,伝統的なキ リス トの贖罪死を受け入れぬままに天国に入れると確
信 したのである。
最後の行,「"真珠"の 踏み越 し段を越えさせてくださる」("Overthestileof`Pearl'.)
と 「私」は 「楽園」の回復を祈 っている。終末に出現する天国については,聖書には前述のよ
うに二つのイメージがある。一つはrヨ ハネの黙示録』21・22章に見られる城壁に囲まれた都
市,新 しいエルサレムである。今一つは 『イザヤ書』11章6～9節等に見 られる牧歌的なエデ
ンの園の再現である。"stile"は,牧場の柵にとりつけられた,人 は乗 り越えられるが,動 物
は越えられない踏み段である。このことは,こ の園の中に動物がお り,動物を養 う緑の植物が
繁ってお り,生命の水が流れていることを暗示する。それはまた,こ の天国は動物 「人間
の本能的なもの」を柵で包み込んだ,エ デンの園の回復であることがわかる。 それは 園 とし
て,柵 で囲いこまれたことで,秩序ある自然を表す。それはそのまま意識が,再統合されたこ
とを示す。また柵で囲まれた牧場は,壁 で囲まれた都市の始まりである。その意味で,城壁で
囲まれた都市と柵で囲まれた園は互いに矛盾す るものではない。城壁で囲まれた都市は完成さ
れた女性を示すが,柵 で囲まれた園はその始 まりでもある。地図や海図で示されるほど遠かっ
た天国が柵一つ乗 り越えれぽ入れる程近 くにある。聖書の中の天国は,超越的であると共に内
在的なものである。遠かった天国への距離がか くも接近 したことは,意識の拡大の結果,超 越
的なものとして隔たった場所にあるものとしてしか天国を理解していなかった 「私」が内在の
もの として 「天国」を再把握 しなおしたことを意味する。キリス トは自らを 「わたしは門であ
る。わたしを通 って入る者は救われ」 ると言い 「門か らでなく,ほかの所から乗 り越えて来る
者は盗人であ り,強 盗である。」 と述べている。 「門」を通 らないことで,「 私」は 「流行遅
れの服を着」たままであるのと同 じく,キ リス トの贖罪死の信仰を拒絶したものであることを
示している。 しかし 「お空のお父様」の助けで,「踏み越 し段を越えて」入ることで,盗人や
強盗ではなく,神に許された者であることを示す。 この 「踏み越し段」はまた 「真珠」で出来
ている。 『ヨハネの黙示録』21章の新 しいエルサレムの門も 「真珠」で出来て い る。 そ して
　
「真珠」は 「再生」 の シソボルであ る。 厂真珠 の踏み越 し段」を越え ることは,即 ち終末 の死
の後に,再 生 して楽 園に入 ることであ る。 キ リス トの贖罪死を信 じない信 仰のまま,「 私」 は
「天の御 国」 に入 るこ とが許 され,「 私」 に とって 「楽園」が回復 した ことが ここで示 され て
い る。
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5
デイキンスンのNo.70の詩,`"Arcturus'ishisothername-"は,短いが一一つの一貫 し
た語 りを持っている。その語 りの構造は,「 楽園の喪失」,「終末」,「楽園の復帰」である。
ここで語 られているのは,人間の精神的成長 ・成熟の過程であり,人として幼児の一体的現実
が,科 学で表される識別的理性の拡大 ・増大によって崩壊 し,不安 ・動揺したものが,それが
再び人格の中に統合され,安 定した心を持った成熟 した大人に成長ことを示している。それは
また現代の女性の意識の拡大 とそれに伴 う伝統的な女性の社会的位置の変化が及ぼす調和した
精神世界の崩壊 とその回復を重ねた ものである。それは更に,小 児で示される ロマ ソ主義 的
な,童話的な,幻想的な,ブ レーク的な,超絶主義的な,人 と自然,人 と周囲との調和 ・安定
した世界が,科学 とカルヴィン主義的 ピュー リタニズムの侵入によって,崩壊した後に,再 び
それが,「私」の人格の中で統合されたことを暗示する。最初の平安な精神が崩壊 したことに
対する不安 と動揺,崩壊させたものに対する嫌悪や苛立ちが,終末 と崩壊 と言 う試練を経て,
楽園の回復で平和と調和を取戻 し,完成 した世界に入ったことを暗示するものである。
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